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１．問　題

₁．₁．移行期への着目
  今、子どもの「移行期」が注目されている。家庭か
ら保育所・幼稚園への入園、保育所・幼稚園から小学
校への入学、さらには小学校から中学校への進学など、
子ども時代には、新たな環境への適応が迫られる移行
期がいくつかある。こうした移行期でのつまづきが、
小１プロブレム、中１ギャップなど、社会現象として
問題にもなっている。
　折しも幼児期の教育から小学校教育への移行に関し
て、平成 22 年 11 月に「幼児期の教育と小学校教育の
円滑な接続の在り方について（報告）」（幼児期の教育
と小学校教育の円滑な接続の在り方に関する調査研究
教協力者会議）が文部科学省から出された。この報告
では、①幼児期の教育と小学校教育の関係を「連続性・

一貫性」で捉える考え方、②幼児期と児童期の教育活
動をつながりで捉える工夫、③幼小接続の取り組みを
進めるための方策（連携・接続の体制づくり等）の３
点が示されている。幼児期の教育と小学校教育をなめ
らかにつなぐために、両者のつながりを理解するため
の道筋を明らかにし、保育・教育現場が取り組むべき
ことをより具体的に打ち出しといえる。
　しかし、保育・教育の現場において具体的な取り組
みが重要なのは、幼児期の教育から小学校教育への移
行だけではない。子どもたちが新たな環境に適応して
いくためには、それぞれの移行期において、保育・教
育現場での支援が不可欠である。

₁．₂．はじめての移行期：家庭から園へ
  子どもが最初に体験する環境移行は、家庭から初め
て離れ、集団生活をはじめる保育所・幼稚園への入園
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であろう（岡本・菅野・塚田 - 城 ,2004）。特に一斉に
集団保育を開始する幼稚園の３歳新入園時では、大半
の子どもたちが大きな環境移行を体験する。これまで
に出会ったことのないほど多くの同年代の子どもと一
度に出会い、家族とは異なる大人である保育者に世話
をしてもらうことになる。しかも保育者は、家族のよ
うに自分ひとりの世話をしてくれるわけではない。ま
た、園には家庭とは異なる特定の生活習慣や日課もあ
る。こうした集団の一員としての園生活のはじまりは、
子どもにとって、戸惑いや不安、混乱に満ちたストレ
スの多いものに違いない。そして、それは子どもだけ
ではなく、親にもあてはまる（福田 ,1992；今井 ,2006）。
　このように困難に満ちた入園期の移行を、子どもた
ちはどのように乗り越えていくのであろうか。福田ら

（1980）によると、４歳４カ月の女児の場合、幼稚園
入園後約２週間ほどで、物理的環境（保育室や遊具な
ど）や園での基本的生活習慣（あいさつ、朝の身支度
など）には適応していったが、友達との直接的な関係
や友達がいるなかでの保育者との関係など、対人的環
境への適応は時間を要したという。大人との関係とは
異なり、同年代の子ども同士の関係は互いにぶつかり
合うことも多い。こう考えると、対人的環境面での変
化への適応は、容易ではないのだろう。
　幼稚園に入園した子どもの対人関係に着目した研究
では、安定した友達関係や仲良し関係、親友関係は、
入園後１カ月半から３カ月の間に形成され、親密な親
友関係は 10 月まで持続する（謝 ,1999）ことが明らか
にされている。具体的な友達とのかかわり方について
は、３歳児は仲間と相互作用を開始する際、模倣や一
緒にいることが多いが、次第に相手の活動への参加や
暗黙的な方略が増加していく（松井・無藤・門田 ,2001）
こと、子ども同士のつながりの形成には段階が見ら
れ、他者との同調的な動きから一方的につながりを求
める時期、相互のつながりを楽しむ時期、つながりの
変容を経て新たなつながりを形成する時期がある（桃
枝 ,2008）ことが示されている。
　また、子どもの特性によっても園での適応は異なり、
対人的交流の多さといった積極性や肯定的・友好的な
はたらきかけの多さが、入園１カ月後の仲間内地位を
規定すること（中澤 ,1992）、しかしその後の適応は緩
やかに進行する（古川 ,1995）ことが示されている。

₁．₃．もうひとつの移行期：３歳から４歳への進級
  幼稚園新入園の移行についてみてきたが、幼稚園の
場合、３歳から４歳への進級時も移行期として目を向
ける必要がある（高濱・無藤 ,1997）。３年保育を実施
している園では、４歳児クラスは、４歳からの新入児
を迎えてスタートする場合が大半である。この場合、
３歳からの進級児と４歳からの新入児の２つの集団
が、同じ学年に存在することになる。３年保育児、２

年保育児とクラスを分けて編成する園もあるが、新入
児と進級児の混合クラスを編成する場合、この時期の
適応には次の２つの側面がある（高濱・無藤 ,1997）。
４歳新入児が３歳からの進級児にどのように適応する
かという面と、３歳からの進級児が新入児にどのよう
に適応するかという面である。
　高濱・無藤（1997）は、３歳児の３月から進級後の
５月までの３カ月間を対象に、進級児３名の移行期へ
の適応を検討している。その結果、進級児は新入児の
参入により、一緒に活動する相手が変わったり、活動
時間が減少するなどの影響を受けていた。また、既存
の仲間関係が不安定になり、いざこざが生じることも
あった。こうした移行期における適応行動は対象児に
よって違いが見られ、その違いと対人行動の積極性の
個人差との関連が示唆されている。

₁．₄．移行期の子どもを支える：保育者の役割
　移行期における子どもの適応について、先行研究を
概観してきた。しかし、いずれの研究においても、保
育者の役割が検討されていない。子どもの適応につい
て、保育者との人間関係の形成に着目した研究（大
野 ,2000）はあるものの、保育者が移行期にどのよう
なねらいをもって環境を構成し、子どもへの援助を
行ったのか、保育者に焦点をあてた研究は見られない。
しかし、保育者のかかわりをぬきにして、保育の場に
おける子どもの育ちを捉えることはできないだろう。

₁．₅．本研究の目的
　そこで本研究では、移行期への適応について保育者
の役割の観点から検討していくことを目的とする。具
体的には、幼稚園の４歳児クラスの１学期を対象に、
保育者が３歳からの進級児と４歳からの新入児をどの
ように受け入れていくのか、またそうした個人への支
援を基盤にいかにクラスを形成していくのか、「環境
構成」と「保育者の援助」の２つの側面から捉えていく。
　その際、本研究では①園の教育課程・指導計画の分
析から始める。日々の保育は、園の教育課程に基づき、
教育目標、年間目標、期間目標の上に、毎日の子ども
の姿を見とりながら、保育者がねらいをもって環境を
構成し、援助するなかで営まれる。保育者個人のねら
いだけではなく、園全体の方針のなかで保育が営まれ
ている。それゆえ、教育課程及び指導計画を踏まえた
上で、②保育観察から捉えた、実際の保育実践を検討
していく。またさらに本研究の結果を、本研究と同一
の園を対象に同様の手法を用いて３歳児１学期の保育
について検討した横山他（2011）の結果と比較する。
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₂．方　法

₂．₁．対　象
　Ｎ県内の３歳児保育を行っているＮ幼稚園４歳児１
クラス 31 名（男児 15 名・女児 16 名。内、進級児は
男女各６名）と担任保育者。
₂．₂．方　法
　教育課程及び指導計画の読みとりと、実際の保育場
面の観察で得られた環境構成や援助の事例を併せ、３
歳児から４歳児クラスへの移行期における保育者の環
境構成と援助について、考察を加えていく。

₃．教育課程・指導計画の分析

₃．₁．教育課程と指導計画
₃．₁．₁．教育課程
　Ｎ幼稚園の教育課程では、園の「教育目標」に基づ
いて年齢別の「年間目標」が立てられ、その下に１年
を５期に分けた「期間目標」が設定されている。各期
には、その期に特徴的な子どもの「発達の様相」とそ
の期によく見られる園の「子どもの姿」が示されてい
る。さらに、教育目標を達成するための「ねらい」、
ねらいを達成させるための「内容」が各年齢、時期ご
とに示されている。
₃．₁．₂．指導計画
　保育の骨組みを示す全体的な計画である「教育課程」
を具体化したものが「指導計画」である。保育を実施
するにあたって必要な指導の計画として、「発達の様
相」「ねらい」「内容」に加え、ねらいと内容を達成す
るために必要な「環境構成と援助のポイント」が示さ
れている。
₃．₁．₃．分析
　本研究では、主に「指導計画」における「環境構成
と援助のポイント」について、移行期における保育者
の役割の観点から検討した。

₃．₂．結果と考察
₃．₂．₁．教育目標
　Ｎ幼稚園の教育の特色は「豊かな自然に囲まれた 
こころもからだも育つ幼稚園」である。教育課程は、
自尊感１）の育ちに視点をあてて編成されており、教
育目標として「生き生きとあそぶ子ども（安定）」「精
いっぱいがんばる子ども（充実）」「友達といっしょに
のびる子ども（共存）」の３点が掲げられている。
₃．₂．₂．年間目標
　４歳児の指導目標は、教育目標に基づき Table １
のように設定されている。

₃．₂．₃．期間目標
　教育目標を達成するために、保育年限である２～３
年を見通し、幼児の発達していく姿をもとに各期毎
に「ねらい」が設定されている。このねらいは、達成
目標ではなく、その方向を示すものである。ねらいも
自尊感の育ちの観点から、「安定」「充実」「共存」の
３つの柱で構成されている。次ページの Table ２に、
４歳児の各期の子どもの「発達の様相」と保育の「ね
らい」（期間目標）を示す。
　Table １、２にあるように、Ｎ幼稚園の４歳児にお
いては、「自分の」「自分で」「自分から」など「自分
らしさ」を発揮することが最も大きなねらいとされて
いる。その上で「友だちとのかかわり」を深めること
が目ざされている。
　またⅠ期（４～５月）においてのみ、「発達の様相」
と「ねらい」が進級児と新入児で分けられている。進
級児は「安定した気持ちで過ごす」、新入児は「安心
して過ごす」と「安心・安定」が重視されている。そ
のために、新入児は「新しい場所や人」に慣れること、
進級児は「新しい環境での遊び」を見つけることが目
ざされている。
₃．₂．₄．内容
　各期のねらい（期間目標）を達成するために、保育
者が指導し、実際に子どもに身につけてもらいたいも
のが「内容」である。４歳児１学期（Ⅰ・Ⅱ期）のね
らいと内容を次ページの Table ３にまとめた。
　Table ３にあるように、Ⅰ期では、まず保育者に「親
しみ」をもち、園に居場所を見つけることで、友達や
園内の身近な人、園内環境などにも「親しみ」をもつ
ことが目標とされている。そして「喜んで登園する」
ことがねらいの１つとされている。幼稚園が子どもの
生活の場として、物理的にも人的にも居心地のよい場
になることが重視されている。
　Ⅱ期になると、Ⅰ期で築いた安心・安定の上に「自
己を発揮する」ことが目ざされる。自分の思いを出し、
やりたいことを存分に楽しむことが目標となる。友達
とのかかわりにおいては、言葉でやりとりしながら、
歌ったり、動いたり、食事をとるなど、実際に友達と
かかわり、遊びや生活を楽しむことがねらいとなって
いる。自分らしさを発揮しながら、友達とともに過ご

Table １ ４歳児の指導目標（Ｎ幼稚園）
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す生活の場の確立が目ざされている。
₃．₂．₅．環境構成と保育者の援助
　指導計画では、ねらいと内容を達成するために、各
期に必要と考えられる「環境構成」と「保育者の援助」
のポイントが具体的に記されている。Table ４にⅠ期
とⅡ期の「環境構成」と「保育者の援助」を抜粋し、
内容ごとにまとめて記した。いずれも、先に示した園
の３つの教育目標に対応した項目が立てられている。

Table ２　４歳児の発達の様相とねらい（Ｎ幼稚園）

Table ３ ４歳児のねらいと内容（Ⅰ ･ Ⅱ期）（Ｎ幼稚園） 以下、各項目に沿って見ていく。
（１）環境構成
●安心感をもつ（安定）　Ⅰ、Ⅱ期とも「遊び」と「居
場所」について記載されている。Ⅰ期では、進級児は
３歳児クラスの仲間とのつながりを楽しみながら遊べ
る「拠点」を、新入児など友達とかかわって遊ぶこと
が難しい子どもには「一人でじっくり取り組める遊具」
を準備し、それぞれが安心感を持って過ごせるように
配慮されている。進級児には「人」との、新入児には

「もの」とのつながりを保証しているともいえる。
　一方、Ⅱ期では、Ⅰ期で築いた安心感を基盤に「自
分なり」の思いを出し、解放的に遊びに取り組むこと
ができる環境構成が重視されている。
●園生活に慣れる（充実）　Ⅰ期では「遊びのきっかけ」
となる環境構成が重視されている。遊具・用具の置き
方や、遊び出したくなるように遊具を出しておくなど、
新しい環境でも子どもが遊びに取りかかれるような配
慮が大切にされている。
●先生・友達とのかかわり（共存）　Ⅱ期では「誰も
が入りやすいような遊びの場」として、進級児、新入
児を問わず、クラスの子どもがみんなでかかわれる場
の設定が意図されている。

（２）保育者の援助
●安心感をもつ（安定）　Ⅰ期では「保育者とのかか
わり」に重点が置かれている。保育者の子ども理解や
信頼関係の構築が重視され、進級児、新入児を問わず、
個別対応に力点が置かれている。それぞれの不安な気
持ちを受け止めながら、保育者も一緒に遊び、楽しみ、
子どもが園での生活を安心感をもって過ごせるような
援助が求められている。
　Ⅱ期になると、友達とのかかわりや遊びへの援助が
中心に置かれる。「自分なり」の思いを十分出すことは、
子ども同士のトラブルを招く。トラブルになったとき
の保育者の援助は、仲介者として互いのやりとりを手
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Table ４ ４歳児の環境構成と保育者の援助（Ⅰ・Ⅱ期）（Ｎ幼稚園）
Ⅰ期（４〜５月） Ⅱ期（５〜７月）

（１）環境構成
●安心感をもって幼稚園で過ごすために ●安心して自分の思いを出して遊ぶために
○遊び：きっかけ作りと展開 ○遊び：きっかけづくりと展開
・進級児の遊びの拠点：進級児が前年度からの仲間のつながりを楽しみ
ながら遊べるように、扱いやすく遊びの拠点をつくれるような遊具を用
意しておく。

・興味に応じた環境構成：子どもたちの興味や関心に応じた環境を用意
し、自分なりの思いを出し、楽しみを感じながら遊ぶことで、満足感が
得られるようにする。

・戸外遊び：天気のよい日は保育者が進んで戸外に出たり、室内の遊具
を外に設定したりして、戸外の遊びの楽しさや心地よさを感じながら遊
べるようにする。

・感触遊び：土粘土や泥など、感触を楽しみながら解放的な遊びのでき
る素材を準備する。

・水遊び：身近な遊び（泥んこ遊び・水まき・洗濯ごっこ）の中で水に
親しんだり、夏ならではの遊び（水鉄砲・シャワー・プール遊び）を楽
しむことで、気持ちを解放して存分に遊ぶ心地よさを経験できるように
する。

○居場所 ○居場所
・一人でじっくり取り組める遊具：パズル、粘土、絵本、ブロックなど
一人でもじっくりと取り組める遊具も用意し、それぞれの子どもが自分
の居場所を見つけながら個々の興味に応じた遊びができるようにする。
・小動物とのかかわり：小動物とかかわることで気持ちが落ち着いたり、
幼稚園に通う楽しみの１つになるよう、保育室の近くでウサギを見るこ
とができるようにしたり、一緒にえさやりをしたりできるようにする。

・小動物とのかかわり：小動物などを持ってくることが多くなるので、
友達と一緒に見たり触れたりできる場を設け、生き物に対する興味や関
心、愛情などが自然に芽生えるようにする。

●新しい環境に慣れ、喜んで登園するために ●園生活に慣れ、できることを自分でしようとするために
○遊び：きっかけづくりと展開 ○遊び：遊びのきっかけづくり
・遊具・用具の置き方：遊具や用具はわかりやすく分類し、取り出しや
片付けがしやすいように配置する。おもちゃ箱やロッカーなどは保育室
の雰囲気、子どもの動線や遊び場の広がりなどを考慮して設定する。

・戸外遊び：戸外での遊びに関心がもてるように、中庭に巧技台、鉄棒
などの運動用具を用意したり、マットを敷く。

・遊具の出し方：遊びに取りかかりやすいように遊具を並べておいたり
遊びかけている雰囲気をつくり、遊びだすきっかけをつくっておくが、
徐々に手控えていき、子ども自らが遊びの場をつくっていけるようにす
る。
・自然に親しむ：身近な自然に親しみながら遊べるように、保育者や友
達と一緒に身近な草花を摘んだり、ダンゴムシを集めたりすることが楽
しめるように小さなカゴや飼育ケースなどを用意する。

○生活習慣：着替え
・着替えの衣服：個別のロッカーに着替えの衣服を常備させておき、衣
服が汚れることを気にせず活動できるようにする。

●先生や友達に親しみをもてるように ●友達とのかかわりを楽しむために
○遊びの場の設定
・遊びの場の設定：誰もが入りやすいような遊びの場をつくるとともに、
保育者も一緒に遊ぶ中で友だち同士がかかわって遊ぶ楽しさを味わえる
ようにする。

（２）保育者の援助
●安心感をもって幼稚園で過ごすために ●安心して自分の思いを出して遊ぶために
○保育者とのかかわり：子ども理解
・心情のよみとり：子どもの表情や様子から、新しい環境に慣れない不
安や保護者と離れ寂しい気持ちなどをよみとる。泣いたり怒ったりしな
がらも思いを出している姿を認め、まるごと受け止める。
・事前把握：個に応じた対応をするために、新学期開始までに生活調査
票などを手がかりに個人を把握する。
○保育者とのかかわり：信頼関係の構築
・信頼関係：少しでも早く信頼関係を結べるように、一人ひとりの子ど
もに声をかけスキンシップをはかったり、笑顔で楽しい雰囲気を作りな
がら、一緒に遊んだりする。
○保育者とのかかわり：個別対応
・進級児への対応：進級した喜びとともに不安な気持ちも受け止める。
年中組ならではの遊具や環境を保育者も一緒に楽しみながら、大きくな
った喜びを感じ、自信をもてるようにする。
・表情が硬い子どもや遊びにくい子ども：こうした子どもの気持ちをお
だやかにゆったりとした気持ちで受け入れる。他の子どもの遊んでいる
様子を一緒に見たり、遊びに誘ったりしながら、興味のありそうな遊び
や場所を子どものペースで見つけていけるようにする。
・保護者と離れにくい子ども：保護者と十分連携し、保護者にも安心し
てもらいながら、その子どもに合わせて少しずつ園になじんでいけるよ
うにする。

○友達とのかかわり
・トラブル：相手の思いに気付かずトラブルになったときには、それぞ
れの思いを十分に聞き、言葉を補ったり、互いのやりとりを手助けする。
自分の気持ちが言えた喜びを感じさせると同時に、相手にも思いがある
ことに気付かせる。
○遊び

・水遊び：友達や保育者と一緒に楽しく遊びながら水に慣れることを大
切にし、次第に全身で水遊びが楽しめるようにする。水とのかかわり方
は個人差が大きいので、無理のないように配慮する。

横山　真貴子・長谷川　かおり・竹内　範子・ 掘越　紀香 幼稚園の４歳児クラスにおける環境構成と保育者の援助のあり方

48 49



助けし、相手の思いに気付かせることにある。自分ら
しくありながら、友達とつながる援助が求められる。
●園生活に慣れる（充実）　Ⅰ期では、園での基本的
な生活習慣（身支度）の習得と園環境や園内の身近な
人の把握のための援助が中心に置かれている。Ⅱ期に
なると「自分でする」ための援助が中心となる。
　生活習慣では、夏の時期ならではの水遊びに関して、
子ども自らが取り組むための援助が求められている。
園環境・ものとのかかわりでは、まず遊具の具体的な
扱い方や準備、片付け方の援助に中心が置かれている。
またⅠ、Ⅱ期に共通して、機会を捉えて、集団生活で

ある園生活に必要なきまりに気づかせ、知らせる援助
が求められている。
●先生・友達とのかかわり（共存）　Ⅰ期は「保育者」
に親しみを持ち、信頼関係を築くための援助が中心で
ある。ぬいぐるみやペープサートを用いた保育や個別
対応の重視など、具体的に１人ひとりの子どもへのか
かわり方が示されている。友達に対しては、興味をもっ
たり、お互いを知るための援助が求められ、クラス集
団に対しても、一緒に過ごす時間が楽しいひとときと
なるような配慮が求められている。
　Ⅱ期では「友達」に親しみを持つための援助が中心

・イメージ（なりきり）遊び：自分なりのイメージをふくらませながら
身近な物やキャラクターになりきって遊ぶ姿を受け止め、その思いを大
切にする。

●新しい環境に慣れ、喜んで登園するために ●園生活に慣れ、できることを自分でしようとするために
○園生活の流れ・生活習慣 ○園生活の流れ・生活習慣
・生活習慣（身支度）：登降園時の身支度や片付けなどの方法を具体的
に知らせ、一人ひとりのペースや力量に合わせて援助し認め励ましなが
ら、自分でしようとする意欲がもてるようにする。

・着替え：衣服がぬれたり汚れたりした時には、自分で着替え、脱いだ
衣服の始末もできるように声をかけたり、見守ったりする。

・水遊び：水遊びのために着替えることで生活のリズムが変わる日もあ
るが、着替えることが負担にならないように、水遊びへの期待をふくら
ませたり、がんばって着替えている姿を認め、自分からすすんで取り組
めるように励ます。
・おはようたいそう：園生活になれてきたころに“おはようたいそう”に
参加する。
　保育者や友達と一緒に楽しみながら、毎日繰り返し体を動かすことで、
自分からやりたいという気持ちがもてるようにする。

○園環境・ものとのかかわり ○園環境・ものとのかかわり
・園環境の把握：子どもと一緒に遊びながら園内のいろいろな場所に親
しませたり、園にある楽しい場所を知らせる。

・遊具の扱い方：保育者が一緒に準備や片付けをしながら遊具の扱い方
や片付け方を知らせる。きれいに片付いた気持ちよさを伝えたり、がん
ばっている子どもを認めたりすることで、いやなことや苦手なことにも
すすんで取り組もうとする気持ちをもてるようにする。

・園の施設・身近な人：保健室や給食室など生活にかかわりの深い場所
や、園内の身近な人たちとのかかわりをもつ。
○きまり ○きまり
・遊具で遊んでいるときや、水道や便所を使うときなどの機会をとらえ、
並ぶことや待つことの必要性を気づかせる。

・順番を待ったり、並んだり、物の貸し借りをしたりするときなどの機
会をとらえて、簡単なきまりや約束があることを知らせていく。

●先生や友達に親しみをもてるように ●友達とのかかわりを楽しむために
○保育者への親しみ
・保育者への親しみ：ぬいぐるみやペープサートで話しかけることで
「自分の先生」として保育者に親しみがもてるようにする。
・信頼関係：自分の思いが通じなかったり、友達ともめたりしたときの
不安な気持ちを受け止め、保育者と一緒なら大丈夫と思えるようにする。
・個別対応：手紙を配ったりシールを貼るなど、生活の中で一人ひとり
と向かい合う時間を大切にする。
　登降園時には保育者の方から一人ひとりに親しみの気持ちをこめてに
こやかにあいさつすることで、子どもたちもあいさつする心地よさを感
じ、親しみをもってあいさつができるようにする。
○友達への親しみ ○友達への親しみ
・友達への興味：近くにいる同じ遊びをしている友達に興味がもてるよ
うに、楽しんでいることを保育者が周りに伝える。

・進級児と新入園児をつなぐ：進級児の遊びを大切にしながら、きっか
けを見つけて新入児を誘って仲間入りし、いろいろな友達とかかわりが
もてるようにする。

・お互いを知る：保育者や友達の名前を呼び合えるような遊びをしたり、
同じ場で遊ぶ子ども同士が名前を知り合えるようにはたらきかける。

　「いれて」「かして」など、かかわりのきっかけとなるような言葉やや
りとりの必要性を知らせ、かかわりがもてるようにするとともに、仲間
入りができたときの嬉しい気持ちを味わえるようにする。
・友達とのかかわり：誰もが入りやすい遊びの場をつくるとともに、保
育者も一緒に遊ぶ中で友達同士がかかわって遊ぶ楽しさを味わえるよう
にする。
・気持ちを伝える：自分の思いを出して遊んでいる姿に共感するととも
に、保育者が仲介することで、一緒にいる気持ちが伝わって遊ぶ楽しさ
が感じられるようにする。

○クラスへの親しみ
・クラス集団への親しみ：クラスのみんなと歌を歌ったり絵本を見たり
おやつを食べたりする時間をおだやかに楽しいひとときとなるように心
がける。

○遊び
・リズム遊び：プール遊びの前などみんなで集まったときにダンスや踊
りをする機会をつくり、保育者や友達と一緒にリズムに合わせて体を動
かすことを楽しめるようにする。

Ｎ幼稚園　2009　教育課程　pp.39-44　より作成。
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となる。進級児と新入児をつないだり、気持ちを伝え
合いながら、友達とのかかわりを広げる援助が重視さ
れている。Ⅰ期で築いた保育者との信頼関係を基盤に、
保育者が子ども同士をつなぎながら、友達関係をクラ
ス全体に広げていくような援助が求められている。

₄．保育場面の分析

₄．₁．観察方法
　2011 年４月～７月の期間中、第１著者による登園
から降園時までの観察を、週１回（水曜日）、計 12 回
行った。記録は、フィールド・ノートに記録すると共
に、写真を撮影した。また保育終了後、随時担任保育
者と意見交換すると共に、１学期終了時には４歳児の
環境構成、援助についてインタビューを行った。

₄．₂．結果と考察
　観察結果に、「環境構成」と「保育者の援助」の２
つの観点から考察を加えていく。なお、本文中の事例
の子どもの名前は全て仮名である。
₄．₂．₁．環境構成
　室内環境を Figure １に示した。

Figure １　４歳児の保育室（４月 13 日）

【事例１】積木が遊びを誘う：４月 13 日（入園式）
　保育室のロッカー寄りに、段ボールの大型積木と木製の
積木が数個並べられている。また、木製の電車の陸橋も置
かれている。一番最初に登園してきた進級児のみゆがそれ
を見つけ、「あれー、なんで、いつもとちがうの？」と保
育者に尋ねる。

「今日はね、入園式やろ。はじめて来るお友達のためやねん。
新しいお友達来たら、これ難しいかもしれんやろ。もしか
して、新しいお友達、できないかもしれんから、先生、出
しといたん。」と説明する。

【事例２】重たくないよ：４月 13 日（入園式） 
　しんじが、朝の身支度を終え、積み上げてある木製積木
を床におろし始める。「しようか？　好きなの作っていい
よ。してみようか」と保育者。「重いやろ。ももぐみのと
きの積木より重いなあ」と保育者が言うと、「ももぐみの
積木より重たくない」としんじ。そう言いながら、床に積
木を並べていく。「つなげてくれるの。あー、つながった、
つながった」と保育者。

●居場所の確保  
　３歳児同様（横山他 ,2010）、くつばこ、ロッカー、
床に１人ひとりのマークが貼られ、自分の場所が一目
で分かるようになっていた。このようにマークで自分
の場所が明示されることは、子どもにとって自分の居
場所の確保につながる。
　絵本棚の壁面には、「おたんじょうび　おめでとう」
の文字と汽車が貼られていた。１月ごとの車両には、
誕生日を迎える子どもの名前と日付が書かれており、
その人数だけ、マークが貼られたウサギが乗っていた。
誕生日を祝ってもらうだけではなく、自分がこのクラ
スの一員であること、そしてクラスの友だち全員を視
覚的に捉えることができる掲示となっていた。
  遊具は、指導計画にもあったように、１人でじっく
り取り組めるものが数多く置かれていた。絵本の他、

型はめ、パズル、小型積木、B ブロックなどがあった。
それらが置かれた棚の上には、めだか（4/13 ～）、カ
タツムリ（4/27 ～）などの飼育ケースがあり、子ど
もが自宅から持参した生き物や草花が置かれていた。
●遊びのきっかけづくり  
　遊具（ままごとの道具・パズルなど）や用具（文具
など）を置く場所には、絵とともにひらがなが書かれ
たラベルが貼られ、取り出しやすく片付けやすいよう
に整理されていた。また、遊びを誘発するように、遊
具が置かれていることもあった。

　入園式の日、新入児が遊びに取りかかりやすいよう
に、積木が出されていた。そして、積木で遊び始めた
のは、進級児のしんじだった。

　進級児にとっても４歳児の保育室は新しい環境であ
る。段ボール製の大型積木は３歳児クラスにもあった
が、木製積木は４歳で初めて出会う遊具である。木製
積木の方が重く、実際重そうに運んでいたしんじで
あったが、重いことを言葉では認めていない。うれし
そうに次々と積木を床に並べるしんじには、進級して
大きくなったという自負が感じられた。
●遊びの場の設定  
　保育室のまんなかに遊びの場を設定し、保育者が子
どもたちと一緒に遊ぶ姿も見られた（5/11 粘土、6/1
製作：おたまじゃくし、6/22 製作：七夕飾り、7/6 オ
タマジャクシの水槽）。
【事例３】みんなでパンや：５月 11 日 
　保育室のまんなかで粘土遊びをしている。床に大きな粘
土板を広げ、粘土が入ったカゴを囲んで、進級児のこうた、
れいじと一緒に、保育者が『おいしいパンやさん』の絵本
を開いている。「うわーおいしそう、どこ開いとく？ こう
たくん、どこのページにしとく？」 登園してきた進級児の
みゆ、新入児のゆかり、あきも寄ってくる。身支度を終え
たあきに、保育者は「あきちゃん、何したい？　昨日の続
きしてる人（てるてるぼうず作り）もいるし、こっちはパ
ン屋さん。いいにおいしてきたやろ。先生、何パンにしよ
うかな」と言う。
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　保育者が遊びの中心にいると、進級児、新入児を問
わず、子どもたちが集まってくる。絵本を見ながら好
きなパンを作る遊びは、子どもたちにとって魅力的で
あり、誰もが遊びに入りやすい場の設定となっていた。
　また事例４のように、保育者が遊びの場を設定する
だけではなく、子どもから生まれた遊びを、保育者が
発展させていくこともあった。

をしている。そのなかで、新入児のみくには、友達（さ
きな）が登園を待っていたことを伝えている。　

【事例７】友達とつなぐ：６月 22 日
　進級児のらいたがひとりで電車の積木で遊んでいる。陸
橋を渡し、踏切をつくり、ぐるりと線路を敷いて、電車を
走らせている。そこに、新入児のこうじが来て、らいたが
敷いた線路の上に電車の積木を走らせる。２人は特に言葉
を交わすわけでもなく、それぞれが電車を走らせている。
保育者がその様子を見て、「こうじくん、この子、らいた
くん、って言うねんで。全部、これらいたくんが１人で作
りはったんやって。すごいなあ」とこうじに伝える。らい
たは、保育者の方を見て、にっこり笑う。

【事例４】あまみずぽったんおたまじゃくし：６月１日
　雨降りの日、保育室のまんなかの机を囲んで、進級児の
みゆ、りな、新入児のゆかり、あき、こうじら 5,6 人の子
どもと保育者がおたまじゃくしの形が描かれた紙を切り抜
き、水性ペンで模様をかいている。おたまじゃくしをもっ
て部屋の外に走り出たみゆは、たまたま雨の水滴がおたま
じゃくしに落ち、色がにじむのを発見した。「うわー、き
れーい。ぬらしたら、おもしろい！」と部屋に戻り「もう
１個する」とおたまじゃくしを持って、軒先に出る。それ
を見た他の子どもたちも集まってきて、おたまじゃくしを
作り、軒先に向かう。保育者は、廊下から軒先にすのこを
敷き、雨粒を受けるための道をつくる。と同時に、大きめ
のトレイに水色のビニール袋を敷き、池を作る。順番にす
のこの道を通って、おたまじゃくしに雨の水滴を落とした
子どもたちは、自分のおたまじゃくしを、うれしそうにビ
ニールの池に泳がせた。                           

【事例８】気持ちを伝える：６月１日
　電車の積木で遊んでいる進級児しんじに、新入児のそう
たが突然後からだきつく。びっくりしたしんじは泣き出す。
そうたもびっくりして、しんじから離れる。保育者が２人
に駆けより、「しんちゃん、嫌やな」としんじに声をかけ
る。「そうちゃん、しんちゃんの顔見て。嫌やんな。先生
やったら大きいから大丈夫だけど、お友だちはしんどいね
んな。」とそうたの顔を見ながらに伝える。「しんちゃん、
嫌やったら、嫌って言おうな。そうちゃんは、好きな人が
いたら後からぎゅーってするねんて」としんじに言う。               

【事例９】お互いの存在を感じながら：５月 25 日
　登園してきた保育室で。ロッカーの上の壁面に貼られた

「おかあさんのかお」の絵を進級児のなつみが見ている。
そこに新入児のゆかりが母親と登園してくる。ゆかりは、
なつみのそばに行き、なつみが見ている絵の方を見る。「わ
たしのあった！」となつみが自分の絵を指すと、ゆかりも
指された絵を見る。その後、ゆかりは絵を見渡し、自分の
絵を見つけて「おかあさん、見て、あれ、おかあさんの絵
かいた」とうれしそうに指さす。それを見たなつみは「な
いしょなのに」とつぶやく。

【事例６】友達が待ってたよ：５月 11 日
　朝の登園時、保育室に入ってくる子どもたちに、保育者
は１人ひとり、声をかけていく。前日はなかなか母親から
離れず泣いていた新入児のゆうじには「おはよう、ゆうじ
くん。今日はにこにこやね。うれしいね」。連日何かしら
昆虫などを持ってくる進級児のりくには「おはよう、りく
くん。今日は？」と尋ね、新入児のみくには「みくちゃん、
おはよう。さきな（進級児）ちゃん、待っててくれはった
で。」と声をかける。

【事例５】おはようだっこ：４月 20 日
　登園時、保育者は保育室内にいて、子どもたちが部屋に
入ってくると 1 人ずつ「おはよう」と声をかける。「門の
所で、お母さんとバイバイしてきた？　だったらおはよう
だっこ」と言って 1 人ずつ抱きかかえ、だっこでぐるぐる
ぐると回る。

　このように、環境は「もの」だけではなく、保育者
自身が子どものなかに入って一緒に遊ぶことで、子ど
もを遊びに誘うことが多く見られた。
₄．₂．₂．保育者の援助
●１人ひとりとつながる  
　保育者は子ども１人ひとりとの個別のかかわりを重
視していた。特に４月は、登園時、事例５のように、
スキンシップを大切にしていた。

　また、事例２のしんじのように、一緒に遊びながら、
進級児には４歳児クラスならではの遊具で遊べること
に着目した声かけをし、成長が感じられるような援助
を行っていた。
●子どもと子どもをつなぐ  
　保育者は自分と子どもの関係を結ぶだけではなく、
子ども同士をつなぐ援助も多く行っていた。

　５月に入った事例６では、登園時、スキンシップで
はなく、１人ひとりに内容の異なる個別のことばかけ

　事例７は、言葉なく、同じ遊びをする進級児と新入
児の２人を保育者が言葉でつないでいる。こうじには、
友達の名前を告げ、どのようにこの遊びが展開してき
たかを説明している。らいたに対しては、保育者はら
いたのことを見ており、認めているということを伝え
るために、こうした言葉かけをしたとのことだった。
　また、事例８のように、子ども同士がお互いを理解
できるように、相手の気持ちを伝えたり、自分の気持
ちを伝えるためには、どのように表現すればよいのか、
子どもに知らせる援助もよく見られた。

　その他にも、子ども同士の思いがすれ違った場合は、
仲介者として子どもの間に腰を落として入り、それぞ
れの思いを聴き取る保育者の姿がしばしば見られた。
簡単にすれ違いをいさめることを目的とするのではな
く、子ども双方の思いを十分に引き出すことを重視し
た援助を行っていた。
₄．₂．₃．子ども同士のつながり
　観察では保育者の援助を見てきたが、子どもたちは、
保育者の援助のないところでも、互いにかかわりあう
姿が見られた。
●「もの」を介してつながる

　事例９では、２人は直接言葉を交わしたり、視線を
合わせたりはしていない。それでも、お互いを意識し
ていることがよみ取れる。後から登園してきたゆかり

横山　真貴子・長谷川　かおり・竹内　範子・ 掘越　紀香 幼稚園の４歳児クラスにおける環境構成と保育者の援助のあり方

52 53



【事例 10】今日もいっしょ：６月 22 日
　登園後、朝の身支度を終えた新入児のみく。新入児のさ
やかのそばに行き、「さやかちゃん、いっしょにあそぼ」
と声をかける。さやかは振り向き、みくの頭を見て「今日
もいっしょ、リボン！」とうれしそうに言う。みくは頭に
手をあて、にっこり笑う。２人は「ふふっ」と笑いあい、
手をつないで外へ出た。

【事例 11】ものでつながる：７月６日
　水遊びの準備をしている。プールバックからタオルを出
した進級児のこうたは、新入児のこうじが同じ柄のタオル
を持っているのに気付く。こうたは、こうじのそばに行き、

「いっしょや」とうれしそうにタオルを見せる。こうじも
こうたのタオルを見て、「いっしょや」とニコニコしなが
ら繰り返す。２人は床にタオルを広げ、座り込んで見比べ
始める。その様子を進級児のれいじも２人のそばに座って
見ている。

はなつみの視線に自分の視線を重ね、同じ絵を見てい
る。一方のなつみは、近寄ってきたゆかりの存在を意
識し、自分の絵を見つけたときには絵を指さし「わた
しのあった！」と声を上げている。壁の絵は、母親に
は内緒のプレゼントだった。それを忘れたゆかりをな
つみは非難する。ただし、ゆかりには聞こえないよう
につぶやいている。ここでは、２人は直接向き合うの
ではなく、「もの」（絵）を介して、互いを意識し合い、
かかわりあっていることがわかる。
　無藤（1997）は、相互作用の始まりには「共通の対
象への注意の成立」（p.103）が重要であり、子どもに
は物を媒介としたやりとりが多いことを指摘してい
る。本研究でも「もの」を介して子ども同士がつなが
る事例が多く見られた。

　同じものを所有していることは、子どもにとって、
互いの距離を一気に縮め、親近感を高めるのだろう。
　事例 10 のみくとさやかは、５月の観察（5/15）でも、
２人で一緒に遊ぶ姿が見られている。このときは、ま
まごと用の同じエプロンを２人でつけていた。ままご
と用のエプロンやスカートは女児に人気があり、他の
新入児の女児２人も同じエプロンをつけて、ごっこ遊
びをしたり、絵本を読んでいた（6/1）。
●つながりの壁
  １学期の子ども同士のつながりをみると、安定した
仲の良い友だちペアは、進級児同士（らいた・しんじ、
なつみ・りな）、新入児同士（みく・さやか）の組み
合わせが多かった。中には、隣の４歳児クラスから３
歳のときの友だちと遊ぶために、ほぼ毎日、やってく
る進級児の女児もいた。登園時に泣いていたり、なか
なか友だちと遊べない進級児の女児もいた。進級児、
新入児の壁をこえて結びつきの強い友だち関係を築く
には、１学期の４カ月だけでは短いことがうかがえた。

₅．総合的考察：移行期における保育者の役割

₅．₁．₄ 歳児クラスへの移行期の特徴
　N 幼稚園の教育課程・指導計画、及び観察結果から、
４歳児１学期の移行期の保育者の役割を見てきた。
  ここではまず、進級児と新入児が混在する４歳児へ
の移行期の特徴を、３歳入園の１学期（横山他 ,2011）
と比較しながら、検討していく。
　３歳児１学期では、保育者は園生活を安心して過ご
せるように環境を構成し、マークで子どもの所有や場
所を明示するなど「居場所の確保」に工夫を重ねてい
た。また、１人ひとりの子どもに個別に対応するなか
で「保育者」が園での拠り所となるよう、信頼関係を
築く援助が重視されていた（横山他 ,2011）。
　本研究の４歳児１学期では、「居場所を確保」した
上で、「遊び」のきっかけをつくったり、場を設定す
る環境構成が目ざされ、「保育者が子どもとつながり」
ながら、「友達とつなぐ」援助が重視されていた。
　先述の福田ら（1980）の４歳児を対象とした移行期
の研究では、物理的環境や基本的生活習慣への適応は
早いが、対人的環境面への適応は時間を要していた。
こうした研究結果と併せみると、４歳児クラスへの移
行期の保育者の役割の特徴は、「居場所を確保」した
上で、「遊び」を通して「心理的居場所」ともいえる「友
達」との関係を築いていくこと、といえる。
　その際、新入児には「もの」（１人でじっくり遊べ
る遊具・場）とのつながりを保証するなど、より「居
場所の確保」に重点が置かれ、進級児には「人」（３
歳児クラスの友達）との関係を基盤に「友達」（新入児）
関係を広げていくことが重視されていた。

₅．₂．子どもをつなぐための保育者の援助
　では「遊び」を通して、「友達」関係を築いていく
保育者の援助とは、具体的にどのようなものなのだろ
うか。
　まず「環境構成」として、遊びが生まれやすい遊具
や用具の配置、遊具の出し方の工夫が挙げられる（事
例１, ３）。次に「保育者の援助」として、保育者自身
が遊びのなかに入り、言葉で子ども同士をつないだり

（事例６, ７）、かかわりのための具体的なやりとりを
言語化し、伝える（事例８）ことが指摘できる。この
ように、保育者は子どもたちのなかに入って、一緒に
遊びながら、言葉を用いて子ども同士をつないでいる。

₅．₃．なめらかな移行のために：移行期とはいつま
でか？

　ところで、そもそも４歳児クラスへの移行期とは、
いつ頃までなのだろうか。N 幼稚園の教育課程・指導
計画では、進級児と新入児を別個に取り上げているの
は、Ⅰ期（４～５月）の２カ月のみである。
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　しかし、移行期をどう捉えるかで、終わりの時期の
捉え方も異なってくるだろう。N 幼稚園の教育課程に
おいても、４歳児Ⅱ期（５～７月）の「子どもの姿」
の欄には「進級児」「新入児」の記載が見られる (p.43）。
  福田ら（1980）の結果にあったように、物理的環境
と基本的生活習慣、対人的環境では、適応の時期が異
なる。また、子ども１人ひとりの適応だけではなく、
クラス単位で、進級児と新入児が「つながりの壁」を
超え、混じり合い、１つのクラスにまとまっていくこ
とまでを目ざせば、さらに長い期間を要するだろう。

₅．₄．まとめと今後の展望
　本研究では、保育者の役割の観点から、子どもの環
境移行期を捉えることを目ざした。教育課程・指導計
画を踏まえた保育場面の分析から、幼稚園という「集
団生活」への適応について、移行期という観点から保
育者の役割を問うた。その結果、３歳新入園時ではい
わば「集団生活」の「生活」により比重が置かれた援
助が、４歳では「集団」に重点が置かれた援助がなさ
れていた。
　また、保育場面の観察から捉えた子どもの姿には、
保育者のねらいとは別に、子ども自身が「もの」を介
して「人」とかかわり、関係を広げていく様子が見ら
れた。保育の場は、子ども自らがもつ意欲と育ちの力
と、保育者のねらいと援助が織り合うことで、子ども
が成長・発達していく場である。教育課程・指導計画
の分析と保育観察を併せた本研究の手法は、両者を捉
えることを可能にする有効な手段といえよう。
　今後は、４歳の子どもたちが、進級・新入の壁をこ
え、どのように友達関係を広げ、移行の壁を乗り越え
ていくのか、年間を通した分析を行っていきたい。
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注１）自尊感
　かけがえのない自分を大切に思う心。自分の弱いと
ころやいやなところも含めて、自分を丸ごと肯定する
気持ちであり、自分の存在そのものを価値ある者と認
める心。そしてその心は人のことも同じように大切に
思う気持ちにつながる。
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